
平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
提
出

質

問

第

四

七

号

年
金
の
実
質
価
値
の
目
減
り
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

山

井

和

則
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年
金
の
実
質
価
値
の
目
減
り
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
五
年
十
月
二
十
五
日
付
で
「
年
金
制
度
改
正
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
」
を
受
領
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
い
わ
ゆ
る
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
方
式
の
適
用
の
検
討
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
既
裁
定
者
の
基
礎
年
金
受
給
額
に
与

え
る
影
響
を
把
握
分
析
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
の
と
お
り
質
問
す
る
。

一

先
の
答
弁
書
で
は
、
平
成
二
十
一
年
財
政
検
証
に
お
け
る
平
成
二
十
一
年
度
に
裁
定
を
受
け
た
年
金
受
給
者
の
満
額
の
基

礎
年
金
は
、
約
六
・
五
万
円
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
平
成
二
十
一
年
財
政
検
証
の
設
定
を
用
い
る
と
、
こ
の
者
の
平
成
五

十
年
度
の
基
礎
年
金
は
、
い
く
ら
に
な
り
ま
す
か
。

二

平
成
二
十
一
年
財
政
検
証
で
は
、
平
成
五
十
年
度
に
は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
比
べ
て
、
物
価
は
約
三
十
六
％
上
が
っ
て

い
る
と
推
計
さ
れ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
こ
の
物
価
上
昇
率
を
用
い
て
、
一
の
額
を
平
成
二
十
一
年
度
現
在
の
価
値
に
割
り
戻

し
た
額
は
い
く
ら
に
な
り
ま
す
か
。

三

一
の
金
額
と
二
の
金
額
の
差
額
が
生
じ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
何
で
す
か
。

四

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
が
適
用
さ
れ
れ
ば
、
既
裁
定
者
の
年
金
の
額
を
物
価
上
昇
率
で
平
成
二
十
一
年
度
現
在
の
価
値
に

一



割
り
戻
し
た
額
は
、
今
後
、
低
下
し
ま
す
か
。

右
質
問
す
る
。

二


